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金光教

金光教についてのお尋ねがありましたら、
下記へお気軽にご連絡ください。

Q．私の実家は仏教を信仰していますが、
他の宗教をどう見ていますか？

A．金光教は、金光大神様の「人が助かりさえすれば、それでよい」という教えに基づき、神仏を敬い
人の助かりを願う、他宗教を認め尊ぶ精神を持っ
ています。
他宗教を信仰する方でも、金光教の本部広前や全
国各所の教会に、いつでもご参拝いただけます。

Q．お守りはありますか？
A．金光教には、神社で販売されているようなお守りはありませんが、信奉者が個人的にお守りのよう

に扱っているものとして、御神米があります。
◇御神米（ごしんまい）
本部や教会に参拝して取次を願うと、御神米を頂
くことがあります。御神米のなかにはお米が入っ
ています。この御神米は、「天地のお恵みを表すも
の」として、また、「その恩恵を忘れないように」と
の願いが込められたもので、祈りを込めて食した
り、拝む目当てにしたり、身につけたりもします。

Q．金光教では占いなどしますか？
A．占いは、非常に面白い面もあり、結果によっては、生きる指針になることもあるでしょう。しかし、金

光教では、日柄や方角の吉凶などを見たり、占っ
たりしません。なぜなら、人間はみんな、いつ、どこ
にいても神様のお恵みを頂き、生かされていると
考えているからです。
つまり、いまある事柄の良いことも悪いことも、す
べて神様がくださった、人生の大切な中身である
と捉え、そこから神様にお願いをして人生を歩ん
でいくことが大切だと考えています。
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金光教宣言
大いなる天地に生かされる人間として
すべてのいのちを認め、尊び
神と人、人と人、人と万物が

あいよかけよで共に生きる世界を実現する

天地書附

　これは、神命により、金光教の教祖生神金光大神様

が、参拝者に、拝む目当てとして授けたものです。

　その内容には

生神金光大神の取次をとおして天地金乃神様に

一心に（疑いを離れて、神様と一つ心になって）

願いなさい。

おかげは和賀心（和らぎ、よろこぶ心）にあります。

今月今日で（今日、この日、この時に）頼みなさい。

と、私たちが信心して助かるためのあり方、金光教の信

心の本質が端的に示されています。
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